
子育て講座『オリジナルハンカチ作り』７月２１日 木曜日 

今月の子育て講座は、日高町を代表する芸術家・千代 明さんに講師をお願いして『オリジナルハンカチ作り』をし

ました。参加者は来春幼稚園に入るきりんさん達10組。さあ生まれて初めての絵の具体験です。真っ白いランチク

ロスに絵の具で好きなように絵を描いたのですが、私達スタッフが予想していたよりもはるかに長い時間集中してい

たことに驚きました。気分が乗ってくると両手で手型を押したり、かわいいお顔を描いたり、どのハンカチもとって

も個性的で味のある作品になりましたね。世界で一枚しかない自分だけのハンカチの出来上がりです。講座の最後に

はみんなで千代先生を囲んで記念撮影をしました。 

きれいに乾いたら完成です。さあ自慢のハンカチでお弁当縛りの練習頑張ってくださいね！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

                                         

    

 

 

 

  

 

しつけってすぐに答えはでないんです。 

わくわく館であそんでいて「ここが開かなければいいのに」「ここ通れなければいいのに」などと思ったことはないですか？ 

確かにわくわく館の戸棚は鍵をかけていませんし、扉も開け閉め自由です。不思議に思うお母さんはいると思います。 

実はそれらには意味があって、子育てについての願いが込められています。 

「子どもが触ってはいけないものは隠してしまえばいい」「開けたら困る場所は鍵をかけてしまえばいい」とよく言われますね。 

だけどそれはあくまでも自分の家の話であって、外に出た時やよその家に行った時など、自分の家のルールとは違う場面になっ 

た時はどうしていますか？ よその家に行って勝手に冷蔵庨を開けてしまったり、タンスや戸棚を開けて中のものを出してしま 

ったりするかも知れません。そうなったときお母さんはどう対処するでしょうか。 

そこでお子さんを叱るお母さんもいるでしょうか。だけどそれはただ「知らないだけ」なのかも知れませんよ。 

わくわく館の考えは、自分たちだけの空間ではなくいろんな人が出入りするわくわく館の中で、してもいいこと・してはい 

けないことをしっかり教えてあげて欲しいということです。 

もちろん小さいお子さんですから一回言っただけで理解する事はないでしょう。何度も何度も繰り返し教えてあげる事で少しず 

つ身についていくと思います。 

しつけは感情的になって怒鳴ることではありません。教えることです。大切な事を伝えなければならない時は一呼吸おいて真 

剣にお話してください。いつもは優しいお母さんが真剣な顔で話したら、きっと大切な事だと分かってくれると思います。 

前述したドアや扉に鍵をかけていなかったり、ガードで入れないようにしていないということには、わくわく館を『教える場 

所』に使って欲しいというスタッフの思いが込められています。 

 

    

         

   

 

２０１６年 

８月号 

子育て支援センター 

わくわく館 

電話 ２－３０４８ 

～８月の子育て講座～ 

８月１８日（木曜日）  「ベビーマッサージ」  開場 ９：３０ 開始 １０：００ 

講師 森田 恩さん 

申し込み ８月１日(金)～１６日(火)までに申し込みをしてください。  

対象 ２０組程度の親子 
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